
QGIS3.16 で作図してみましょう

ＧＩＳを活用していく上で地図上に表示する図形
や文字は、既存のデータを基に作成していく事も
出来ますが、新たに作図する事が必要になる場合
が多いと思います。今回は下記の３種類の中から
線・面の作図を行います。

ホシノデータ

点 (point)→位置のみ
線 (line)→位置、方向、長さ（折線も含む）
面 (polygon)→位置、折線が閉じた形状

図形（地物、フィーチャ）



QGIS3.16 で作図してみましょう

ホシノデータ

点 (point)→電柱、マンホールなど
線 (line)→線路、道路など
面 (polygon)→土地・建物など

図形（地物、フィーチャ）

点 (point)

線 (line) 面 (polygon)



QGIS3.16 で作図してみましょう

ライン（線）やポリゴン（面）を作図する時に使
用する機能についてまとめてみました。

ホシノデータ



QGIS3.16 作図で使用するツールバー

デジタイジングツールバー（ライン）

ホシノデータ

地物の貼り付け
地物のコピー

地物の切り取り
選択地物の削除

全選択地物の属性一括変更
頂点ツール

線（ライン）の地物を追加（ラインレイヤ選択時）
レイヤ編集内容の保存

編集モード切り換え
現在の編集



QGIS3.16 作図で使用するツールバー

デジタイジングツールバー（ポリゴン）

ホシノデータ

地物の貼り付け
地物のコピー

地物の切り取り
選択地物の削除

全選択地物の属性一括変更
頂点ツール

面（ポリゴン）の地物を追加（ポリゴンレイヤ選択時）
レイヤ編集内容の保存

編集モード切り換え
現在の編集



QGIS3.16 作図で使用するツールバー

スナップツールバー（ライン・ポリゴン共通）

ホシノデータ

自己スナップを有効にする
トレースを有効にする

交点スナップを有効にする
地物の重なりを有効にする

トポロジー編集を有効にする（＊）
スナップの単位を設定する（ｐｘ , メートル）

スナップの許容量を設定する
スナップする対象を設定する

スナップする対象レイヤを設定する
スナップの有効無効を設定する

＊トポロジー編集を有効にすると
　共通の境界を持つ地物の頂点を

同時に移動できます



QGIS3.16 作図で使用するツールバー

先進的デジタイズツールバー（１）

ホシノデータ

地物の部分を削除
地物のリングを削除

地物のリングを充填
地物の部分を追加

地物のリングを追加
地物の簡素化

地物の回転
地物の移動／コピー（地物の種類によってアイコンが変わる）

先進的デジタイズの有効化
曲線でデジタイズ

地物の変形



QGIS3.16 作図で使用するツールバー

先進的デジタイズツールバー（２）

ホシノデータ

点のシンボルの回転／オフセット
選択地物の属性結合

選択地物の結合
部分の分割

切断箇所
地物のトリム／延長

線の向きを反転する
曲線のオフセット（通常のライン）



QGIS3.16 作図で使用するツールバー

先進的デジタイズ

ホシノデータ

共通角度にスナップ
線に直角に配置する

線に平行に配置する
作図モード（参照ポイントから作図）

先進的デジタイズツールの有効化

フローター（＊）

＊クリックして有効にすると
　　マウスカーソルの横に情報
　　を表示する

継続的に固定

入力値を固定

距離
角度
Ｘ座標
Ｙ座標

前のノードに対
する相対的切替



QGIS3.16 新規レイヤを作成する

新規 GeoPackageレイヤ（ライン）を作成

ホシノデータ

手順　レイヤ→レイヤを作成→新規 GeoPackage レイヤ

①
②
③

⑤
⑥
⑦

①GeoPackage 形式の保存ファイル名
　を入力 (拡張子 .gpkg)
②新規ラインレイヤ名を入力 ( レイヤ
　名＝データベース内のテーブル名）
③リストから「ライン」を選択
④座標参照系を選択、今回は関東地方
　平面直角座標系Ⅸ (EPSG6677)
⑤レイヤの属性を保存する「フィール
　ド名」を入力（日本語可）
⑥上記属性のデータ型を選択
　テキスト、整数、日付など
⑦上記属性の長さ (テキストの場合
　文字数 30など )

D:\作図の練習 .gpkg
作図の練習 _line
ライン

EPSG6677-JGD2011/Jap**

ライン

④
種類

24
フィールドリストに追加

種類 text 24



QGIS3.16 新規レイヤを作成する

作図の練習 _lineレイヤの｢属性フォーム｣を設定

ホシノデータ

手順　レイヤ一覧の｢作図の練習 _line ｣レイヤをダブルクリックする

①

②

③一覧からバリューマップを選択

⑤④
④属性値として入力する候補を枠内に入力する

( 枠内をダブルクリックすると入力できる )

属性値の説明
一覧から選択する時に表示される
※ 属性値が数値の場合などに解り易いように
説明を入力しておく

バリューマップは、入力する文
字列が予め予想される場合に、
その文字列の一覧を予め作成し
ておき、入力時に一覧から選択
して入力できる機能です

⑤

設定が完了したら右下の ボタンをクリック
して完了する

ＯＫ⑥



QGIS3.16 新規レイヤを作成する

新規 GeoPackageレイヤ（ポリゴン）を作成

ホシノデータ

手順　レイヤ→レイヤを作成→新規 GeoPackage レイヤ

①
②
③

⑤
⑥
⑦

①GeoPackage 形式は複数のレイヤを
　格納できるのでラインと同じファイ
　ルを使用する
②新規ポリゴンレイヤ名を入力
③リストから「ポリゴン」を選択
④座標参照系を選択、今回は関東地方
　平面直角座標系Ⅸ (EPSG6677)
⑤レイヤの属性を保存する「フィール
　ド名」を入力（日本語可）
⑥上記属性のデータ型を選択
　テキスト、整数、日付など
⑦上記属性の長さ (テキストの場合
　文字数 30など )

D:\作図の練習 .gpkg
作図の練習 _pol
ポリゴン

EPSG6677-JGD2011/Jap**④
種類

24
フィールドリストに追加

種類 text 24



QGIS3.16 新規レイヤを作成する

作図の練習 _polレイヤの｢属性フォーム｣を設定

ホシノデータ

手順　レイヤ一覧の｢作図の練習 _pol ｣レイヤをダブルクリックする

①

②

③一覧からバリューマップを選択

⑤④

④属性値として入力する候補を枠内に入力する
( 枠内をダブルクリックすると入力できる )

属性値の説明
一覧から選択する時に表示される
※ 属性値が数値の場合などに解り易いように
説明を入力しておく

バリューマップは、入力する文
字列が予め予想される場合に、
その文字列の一覧を予め作成し
ておき、入力時に一覧から選択
して入力できる機能です

⑤

設定が完了したら右下の ボタンをクリック
して完了する

ＯＫ⑥
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